
　市議会は市民の生活に直接かかわりのある予算や条例等の重要な事項を決定したり、市長等の執行
機関の仕事が適正に行われているかを監視するなど、大切な役割を担い、さまざまなことを話し合っ
ています。 
　この市議会の様子を傍聴することや、議場を見学することができます。 
 
 
・本会議や委員会を傍聴することができます。 
・傍聴の際には、当日、受付で住所と氏名を記入
してください。 
・議場の傍聴席は７２席、委員会室は１５席でいずれ
も先着順です。 
 
 
・本会議が開かれていないときに、議場を見学で
きます。 
・見学時間は、午前８時30分から午後５時15分まで
です。（土曜・日曜・祝日・年末年始を除く。） 
・申し込み人数は、10名以上でお願いします。 
・議場見学は予約制です。ご希望の方は、事前に
議会事務局までご連絡ください。 

　貴国は、去る５月25日、国連安全保障理事会

の決議を無視し、二度目の地下核実験を強行し

た。 

　このような行為は重大かつ明白な国際法違反

であり、我が国のみならず、東アジア地域及び

世界の平和と安全を脅かす暴挙以外のなにもの

でもない。 

　核兵器の廃絶を強く訴え、「核兵器廃絶都市

宣言」を表明している本市は、こうした核実験

の実施を断じて許すことはできない。 

　よって、貴国のたび重なる核実験に対し、厳

しく抗議するとともに、核兵器及び核開発計画

の放棄を強く要求するものである。 

　以上、ここに決議する。 

 

　平成21年５月28日 

日本国兵庫県加古川市議会 

　提出先：朝鮮民主主義人民共和国 
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※議会交際費の支出内容を、市役所行政資料室で公開
しています。 
※原則として個人名は除きます。 

平成２０年度議会交際費執行状況 

　 区 　 分 　  

慶 弔 せ ん べ つ  

賛 　 助  

贈 呈 記 念 品  

懇 談 接 遇  

そ の 他  

　 合 　 計 　  

件数 

47 

1 

3 

3 

2 

56

金額（円） 

830,075 

10,000 

186,030 

22,000 

36,750 

1,084,855

　県立加古川西高等学校の美術部員が
制作した壁画「光と夢のまち」が、ＪＲ加古川駅前、
サンライズ加古川１階通路に完成し、5月２９日、除幕
式が行われました。 
　この壁画は、加古川をテーマに、名物「かつめし」
や「鶴林寺」などが、川の流れに沿って描かれていま
す。 
 

平成２１年第2回 
市議会臨時会報・ 
第3回定例会報 

　５月28日に平成21年第２回市議会臨時会が行われ、市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正な

ど、市長提出議案８件の審議が行われ、すべて原案のとおり可決されました。      

　また、北朝鮮における核実験の実施に抗議する決議が可決され、決議文を北朝鮮へ送付しました。　　

　第３回市議会定例会は、６月２日から10日まで、９日間の日程で開催され、一般会計補正予算をはじめ、

人権擁護委員の推せんなど、市長提出議案11件の審議が行われ、すべて原案のとおり可決されました。　

【内容】昭和２５年から５５年までの市議会の活

動内容について 

【価格】記述編・資料編セットで１８，０００円 

【問合先】議会事務局（　４２７・９３０３）
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議
員
　
加
古
川
駅
南
に
は
、
文
化

財
と
し
て
貴
重
な
鶴
林
寺
や
泊
神

社
が
あ
り
、
市
役
所
前
の
鹿
児
の

庭
も
す
ば
ら
し
い
名
所
で
あ
る
。

市
外
か
ら
の
来
訪
者
に
も
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
観
光
標
識
を
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

地
域
振
興
部
長
　
本
市
で
は
、
平

成
十
九
年
一
月
に
公
共
サ
イ
ン
計

画
を
策
定
し
、
「
美
し
く
、
わ
か

り
や
す
く
、
ひ
と
に
や
さ
し
い
」

サ
イ
ン
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

鶴
林
寺
・
泊
神
社
・
鹿
児
の
庭
は
、

わ
が
ま
ち
加
古
川
五
十
選
に
も
選

定
さ
れ
て
お
り
、
加
古
川
駅
南
広

場
に
設
置
し
て
い
る
駅
周
辺
案
内

の
地
図
や
、
加
古
川
駅
構
内
の
駅

周
辺
案
内
図
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
観
光
標
識
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
な
ど
の
施

設
管
理
者
等
と
、
必
要
に
応
じ
て

協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
観
光
事
業
の
推
進
に
つ
い
て 

　
　
観
光
協
会
／
加
古
川
観
光
大
使

　
　
の
女
性
登
用
／
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

　
　
ド
の
創
出 

○
環
境
対
策
に
つ
い
て  

　
　
廃
食
用
油
の
有
効
活
用
／
荒
地
、

　
　
壁
面
、
屋
上
緑
化 

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 

　
　
予
防
策
／
対
策
行
動
計
画 

○
共
同
墓
創
設
に
つ
い
て 

　
　
他
市
の
調
査
と
本
市
の
検
討
状

　
　
況
／
核
家
族
、
少
子
高
齢
化
時

　
　
代
の
墓
園 

    

議
員
　
核
家
族
化
な
ど
の
環
境
変

化
に
よ
り
、
教
育
や
躾
な
ど
子
供

と
の
関
わ
り
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
親
が
増
え
て
い
る
。
親
と
し
て

学
ぶ
べ
き
大
切
な
こ
と
を
伝
え
る

「
親
学
」
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、本
市
の
認
識
は
ど
う
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や

今
後
の
展
開
は
ど
う
か
。 

教
育
指
導
部
長
　
家
庭
教
育
は
す

べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
り
、

な
か
で
も
親
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
、
親

学
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
本
市
で
は
、
子
育
て
中
の
親

に
対
し
、
家
庭
教
育
大
学
な
ど
多

く
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
は
、
親
学
を
テ
ー
マ
に
活
動
し

て
い
る
団
体
を
積
極
的
に
支
援
、

協
力
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
・
学

校
・地
域
・行
政
が
力
を
合
わ
せ
、

子
供
を
育
て
て
い
く
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
学
校
支
援
地
域
本
部
に
つ
い
て  

　
　
「
地
域
教
育
協
議
会
」
の
設
置

　
　
状
況
、
構
成
メ
ン
バ
ー
、
役
割
、

　
　
活
動
／
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
　
ー
の
設
置
状
況
、
進
捗
／
学
校

　
　
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
具
体
的

　
　
活
動
、
登
録
の
進
捗 

○
ま
ち
の
活
性
化
と
観
光
の
振
興
に

　
つ
い
て 

　
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
拡

　
　
大
に
よ
る
、
損
失
や
社
会
的
影

　
　
響
／
中
止
事
業
の
再
開
と
、
近

　
　
隣
他
市
と
の
協
調
連
携
に
よ
る

　
　
も
り
あ
げ
／
積
極
的
な
事
業
展

　
　
開
の
た
め
の
観
光
協
会
の
今
後

　
　
の
あ
り
か
た 

    

議
員
　
農
地
・
農
業
用
水
等
の
資

源
や
環
境
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
地
域
住
民
の
活
動
を
支

援
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成

十
九
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、取
り
組
み
の
実
績
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
後
の
課
題
は
何
か
。 

地
域
振
興
部
長
　
現
在
、
市
内
五

十
二
地
区
で
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、

た
め
池
の
草
刈
り
や
水
路
の
清
掃

等
農
業
施
設
の
管
理
を
通
じ
、
災

害
の
未
然
防
止
、
農
業
環
境
の
保

全
が
図
ら
れ
て
い
る
。
平
成
二
十

三
年
度
で
国
庫
補
助
事
業
が
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
持
続
的
な
活
動

体
制
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
。
今

後
、
共
同
活
動
を
行
う
組
織
の
維

持
や
強
化
を
図
る
た
め
、
各
集
落

と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、
よ
り

良
い
方
向
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
農
業
問
題
に
つ
い
て 

　
　
農
地
面
積
と
耕
作
者
／
市
内
の

　
　
食
料
自
給
率
／
営
農
組
合
／
Ｊ

　
　
Ａ
ふ
ぁ
ー
み
ん
八
幡
／
農
産
物

　
　
の
直
販
／
学
校
給
食
の
食
材
／

　
　
ふ
ぁ
ー
み
ん
サ
ポ
ー
ト
東
は
り

　
　
ま
／
市
民
農
園
／
農
林
漁
業
祭

　
　
／
農
業
委
員
会 

    

議
員
　
政
府
の
追
加
経
済
対
策
に

は
、
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

事
業
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
一
つ
に
、
公
立
学
校
へ
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
支
援
が
あ
る
。

本
市
で
も
こ
れ
を
契
機
に
す
べ
て

の
学
校
に
導
入
し
、
緊
急
時
に
は

避
難
所
と
な
る
学
校
施
設
の
機
能

強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
校
庭
の
芝
生
化
を
進
め
る
な

ど
、
学
校
教
育
と
環
境
教
育
の
融

合
を
図
っ
た
経
済
対
策
の
活
用
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
本
市
は
学
校
園

の
耐
震
化
を
優
先
的
に
進
め
て
お

り
、
太
陽
光
発
電
は
、
耐
震
化
の

進
捗
状
況
や
ラ
ン
ニ
グ
コ
ス
ト
等

を
勘
案
し
つ
つ
、
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
、
芝
生
化
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
ま
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
地

域
の
協
力
や
県
の
補
助
制
度
を
活

用
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
政
府
の
経
済
対
策
と
市
の
財
政
運

　
営
に
つ
い
て 

　
　
本
市
の
経
済
・
財
政
事
情
／
効

　
　
果
的
な
経
済
対
策
／
省
エ
ネ
ル

　
　
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定 

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

　
対
応
に
つ
い
て 

○
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
に

　
つ
い
て 

    

議
員
　
新
認
定
制
度
で
決
定
さ
れ

た
介
護
度
が
、
本
人
に
知
ら
さ
れ

な
い
た
め
、
本
人
と
家
族
は
「
改

正
前
よ
り
軽
度
判
定
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
不
安
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

福
祉
部
長
　
要
介
護
認
定
は
平
成

二
十
一
年
度
よ
り
制
度
の
改
正
が

行
わ
れ
た
。
国
及
び
本
市
で
の
、

改
正
前
と
改
正
後
の
認
定
結
果
の

検
証
で
は
、
要
介
護
度
別
の
割
合

は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
国

は
見
直
し
後
の
要
介
護
認
定
方
法

の
検
証
を
継
続
し
、
そ
の
間
は
、

更
新
時
の
申
請
者
の
意
向
に
応
じ
、

更
新
前
の
要
介
護
度
と
す
る
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
本
市

も
経
過
措
置
と
し
て
、
更
新
申
請

の
勧
奨
通
知
に
意
向
確
認
書
を
同

封
す
る
等
、
申
請
者
の
意
向
が
適

正
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ

　
い
て 

　
　
医
療
体
制
の
充
実
／
感
染
拡
大

　
　
の
防
止
と
そ
の
影
響
、
対
策 

○
市
民
病
院
の
内
科
医
師
確
保
に
つ

　
い
て 

　
　
内
科
医
師
の
減
員
と
そ
の
対
策

　
　
／
総
合
病
院
の
機
能
確
保 

    

議
員
　
昨
年
の
加
古
川
北
高
校
の

甲
子
園
出
場
や
、
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
乾
絵
美
選
手
の
活
躍
は

本
市
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
の
た
め
、
小

学
生
か
ら
社
会
人
を
含
む
市
内
運

動
部
の
活
動
状
況
等
を
、
広
報
か

こ
が
わ
に
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
市
内
、
十
二
中
学
校
区
の

活
動
状
況
等
を
、
毎
月
順
番
に
掲

載
し
て
は
ど
う
か
。 

企
画
部
長
　
こ
れ
ま
で
も
市
広
報

紙
に
、
乾
選
手
の
応
援
記
事
や
、

甲
子
園
で
の
応
援
風
景
な
ど
を
掲

載
し
、
広
報
に
努
め
て
き
た
。
し

か
し
、
月
一
回
発
行
の
広
報
紙
で

は
、
掲
載
時
期
や
掲
載
量
の
制
約

を
受
け
や
す
い
た
め
、
日
刊
紙
等

へ
の
記
事
提
供
も
活
用
し
な
が
ら
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
学

校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
細
や
か
な
情
報

発
信
が
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
の
振

興
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
取
り
組
み
に
つ

　
い
て 

　
　
全
国
体
力
・
運
動
能
力
・
運
動

　
　
習
慣
調
査
／
中
学
校
部
活
動
の

　
　
現
状 

○
ご
み
問
題
に
つ
い
て 

　
　
ご
み
減
量
対
策
／
ご
み
袋
の
有

　
　
料
化
／
加
古
川
市
空
き
缶
等
の

　
　
散
乱
及
び
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放

　
　
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例 

○
加
古
川
市
の
公
共
交
通
に
つ
い
て 

　
　
か
こ
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
向
上

　
　
の
方
策
／
デ
マ
ン
ド
交
通
／
今

　
　
後
の
北
部
地
域
の
運
行
計
画 

 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策 

　
の
実
績
と
課
題
は 

　
　
　
　
坂
田
　
重
隆
　
議
員 

観
光
標
識
の
設
置
を 

　
　
　
　
眞
田
　
千
穂
　
議
員 

親
学
の
推
進
を 

　
　
　
　
松
本
　
裕
一
　
議
員 

環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た 

　
学
校
施
設
の
整
備
計
画
は 

　
　
　
　
新
屋
　
英
樹
　
議
員 

　6月2日、3日に行われた一般

質問には、9人の議員が質問に

立ち、市政全般にわたり、活発

な質問を展開しました。 

　主な内容は次のとおりです。

　 

▲農業用水路の清掃活動 

介
護
保
険
制
度
の 

新
認
定
制
度
の
問
題
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
山
川
　
博
　
議
員 

広
報
か
こ
が
わ
に
 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
紹
介
記
事
を
 

　
　
　
　
畑
　
広
次
郎
　
議
員 

▲市役所庁舎前にある「鹿児の庭」 

し
つ
け 

お
や
が
く 

お
や
が
く 



●
加
古
川
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

●
加
古
川
市
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

●
加
古
川
市
教
育
長
の
給
与
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

●
加
古
川
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正 

　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
多
数
） 

　
以
上
四
件
は
、
人
事
院
勧
告
に

基
づ
く
国
家
公
務
員
の
期
末
・
勤

勉
手
当
の
取
扱
い
に
準
じ
て
、
六

月
に
支
給
さ
れ
る
期
末
手
当
を
〇
・

二
カ
月
分
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。 

●
平
荘
湖
ア
ク
ア
交
流
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

　
平
荘
湖
ア
ク
ア
交
流
館
の
指
定

管
理
者
と
し
て
、
加
古
川
ア
ク
ア

交
流
館
Ｏ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
を
指
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

    

●
野
口
保
育
園
新
築
工
事
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て 

　
請
負
金
額
二
億
二
千
六
百
八
十

万
円
。
契
約
の
相
手
方
・
（株）
加
古

川
組
　
　
　
　
　
（
全
会
一
致
） 

    

　
次
の
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
推

せ
ん
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

人
権
擁
護
委
員 

5 4

    

議
員
　
幼
稚
園
の
二
年
保
育
は
、

要
望
が
多
く
、
今
年
拡
充
さ
れ
た

が
、
全
園
で
の
実
施
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
幼
稚
園
教
育
は
、
教
諭

か
ら
の
教
育
と
併
せ
、
年
長
児
童

か
ら
学
ぶ
こ
と
も
大
き
な
意
義
が

あ
る
。
す
べ
て
の
幼
稚
園
で
二
年

制
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。 

教
育
総
務
部
長
　
今
年
度
、
二
年

保
育
実
施
園
を
五
園
拡
大
し
、
一

次
募
集
時
の
平
均
倍
率
は
一
・
一

倍
に
緩
和
さ
れ
た
。
一
方
、
申
し

込
み
が
定
員
の
二
倍
を
超
え
る
園

や
、
定
員
に
満
た
な
い
園
な
ど
、

地
域
的
な
偏
り
が
あ
り
、
市
全
体

の
中
で
二
次
募
集
等
を
行
い
、
対

応
し
て
い
る
。
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
就
学
前
教
育
・
保
育
施
策
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
二
年
保

育
の
拡
大
に
は
解
決
す
べ
き
課
題

も
多
い
。
今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
を

勘
案
し
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
市
立
幼
稚
園
は
全
園
二
年
制
を
実

　
施
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
に
つ
い

　
て 

　
　
五
幼
稚
園
で
二
年
制
が
実
施
さ

　
　
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か 

○
浄
化
槽
の
水
質
保
全
問
題
に
つ
い

　
て 

　
　
浄
化
槽
の
水
質
検
査
／
浄
化
槽

　
　
の
管
理
者
に
水
質
検
査
費
用
を

　
　
求
め
な
い
こ
と
／
水
質
保
全
も

　
　
含
め
環
境
に
対
す
る
国
、
県
の

　
　
責
任 

    
議
員
　
市
街
地
の
中
小
河
川
は
、

雨
水
の
透
水
性
の
低
下
な
ど
に
よ

り
、
流
出
速
度
が
速
ま
る
傾
向
が

あ
り
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被

害
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
別
府
川

や
北
野
川
等
の
流
域
で
は
、
大
規

模
道
路
建
設
や
市
街
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
治
水
の
た
め
の
具
体
策

は
ど
う
か
。 

下
水
道
部
長
　
別
府
川
は
現
在
、

上
流
で
あ
る
加
古
川
町
大
野
地
区

で
、
県
に
よ
る
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
北
野
川
は
、
平
成
十
六

年
の
台
風
で
水
が
あ
ふ
れ
た
こ
と

か
ら
、
市
は
治
水
対
策
事
業
と
し

て
、本
年
度
は
実
施
設
計
を
行
い
、

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
緊
急
度
の

高
い
箇
所
か
ら
、
順
次
改
修
工
事

を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
別

府
川
上
流
域
の
、
白
ヶ
池
川
合
流

部
か
ら
別
府
地
区
ま
で
の
区
間
は
、

治
水
安
全
度
を
高
め
る
た
め
に
、

県
に
よ
る
河
床
の
掘
下
げ
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
「
別
府
川
、
北
野
川
の
治
水
対
策
」

　
に
つ
い
て 

　
　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
予
報
と
対
策 

○
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
利

　
活
用
と
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難

　
支
援
制
度
」
に
つ
い
て  

　
　
「
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の

　
　
利
活
用
／
「
洪
水
予
報
の
発
表

　
　
形
式
の
改
善
」
の
取
り
組
み
／

　
　
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援

　
　
制
度
」
の
申
込
み
状
況
と
問
題

　
　
点
／
「
災
害
時
要
援
護
者
避
難

　
　
支
援
制
度
」
が
有
効
に
活
用
で

　
　
き
る
積
極
的
な
取
り
組
み 

○
「
新
し
い
学
習
指
導
要
領
」
の
実

　
施
に
つ
い
て 

　
　
子
供
た
ち
の
現
状
と
授
業
時
間

　
　
や
学
習
内
容
／
学
校
ご
と
の
授

　
　
業
の
取
り
組
み
／
教
職
員
の
定

　
　
数
増
な
ど
の
人
的
措
置
や
教
材

　
　
教
具
の
拡
充
の
財
源
措
置 

    

議
員
　
核
廃
絶
の
気
運
が
高
ま
る

中
、
来
年
開
催
さ
れ
る
核
不
拡
散

条
約
再
検
討
会
議
で
は
、
核
廃
絶

の
具
体
的
な
行
動
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
は
、
交
渉
の
主
導
権
を
と
る
べ

き
で
あ
る
。
核
兵
器
廃
絶
都
市
宣

言
を
行
っ
て
い
る
本
市
と
し
て
の

方
針
は
ど
う
か
。 

総
務
部
長
　
再
検
討
会
議
の
成
功

は
核
廃
絶
へ
の
第
一
歩
と
な
る
と

考
え
て
い
る
。
本
市
は
、
昭
和
三

十
三
年
に
原
水
爆
禁
止
加
古
川
市

協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
原
水
爆
の

禁
止
と
人
類
共
存
の
世
界
平
和
を

実
現
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。
昭
和
五
十
七
年
に
は
核

兵
器
廃
絶
都
市
宣
言
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
も
平
和
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
核
兵

器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を
訴

え
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
項
目 

○
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
の
実
現

　
に
つ
い
て 

　
　
核
実
験
に
強
く
抗
議
を
求
め
る

　
　
こ
と
／
プ
ラ
ハ
で
の
オ
バ
マ
大

　
　
統
領
の
演
説 

乾
　
早
百
合
（
野
　

口
　

町
）
再
任 

 

長
尾
　
洋
子
（
別
　

府
　

町
）
再
任 

 

宮
永
智
恵
子
（
加
古
川
町
）
再
任 

 

森
本
　
義
則
（
加
古
川
町
）
新
任 

 

山
本
　
　
元
（
平
　

岡
　

町
）
新
任 

 

和
田
　
照
男
（
尾
　

上
　

町
）
新
任 

い
ぬ
い
　 

さ  

ゆ  

り 

 

な
が
お       

よ
う
こ 

 

み
や
な
が  

ち 

え 

こ 

 

も
り
も
と  

よ
し
の
り 

 

や
ま
も
と      

は
じ
め 

 

わ   

だ      

て 

る 

お 

　
本
会
議
及
び
委
員
会
で
、
次
の
請
願
及
び
陳
情
に
結
論
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

  

請
願 

○
次
期
定
数
改
善
計
画
の
実
施
と
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
二
分

の
一
復
元
と
堅
持
に
つ
い
て
（
加
古
川
町
北
在
家
・
兵
庫
県
教
職
員
組
合

加
印
支
部
支
部
長
・
寺
見
　
保
正
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

陳
情 

○
「
気
候
保
護
法
（
仮
称
）
」
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
（
明
石
市
大
久
保
町
・
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
Ｕ
Ｌ
Ｅ
　
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
兵
庫
代
表
・
喜
岡
　
笙
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
多
数
〉 

○
東
神
吉
幼
稚
園
二
年
保
育
に
つ
い
て
（
東
神
吉
町
西
井
ノ
口
・
小
田
切

和
美
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
賛
成
多
数
〉 

○
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
充
実
発
展
及
び
次
期
教
職
員
定
数
改

善
計
画
の
策
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
加

古
川
町
北
在
家
・
加
印
教
職
員
組
合
執
行
委
員
長
・
小
松
　
則
夫
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
全
会
一
致
〉 

 

採
択
と
な
っ
た
も
の 

請
願
・
陳
情 

●
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
意
見
書 

●
「
気
候
保
護
法
（
仮
称
）
」
の
制
定
を

　
求
め
る
意
見
書 

●
次
期
教
職
員
定
数
改
善
計
画
の
実
施
と

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
２
分
の

　
１
復
元
と
堅
持
を
求
め
る
意
見
書 

 

意 見 書 
　臨時会及び定例会で、議員から
意見書案3件が提出され、原案の
とおり可決されました。これらの
意見書は、直ちに関係機関へ送付
されました。　　　　　　　　　

す
べ
て
の
幼
稚
園
で
 

　
二
年
制
保
育
を
 

　
　
　
　
広
瀬
　
弘
子
　
議
員 

別
府
川
・
北
野
川
の
 

　
治
水
対
策
は
 

　
　
　
　
三
島
　
俊
之
　
議
員 

核
不
拡
散
条
約
再
検
討
会
議
 

　
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
 

　
　
　
　
中
村
　
照
子
　
議
員 

　
第
二
回
臨
時
会
に
は
、
市
長
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
特
別
会
計
補

正
予
算
や
、
市
職
員
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正
な
ど
八
件
が
提

出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
第
三
回
定
例
会
初
日
に
は
、
市
長
か
ら
平
成
二
十
一
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
計
四
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
休
会
中
に
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
追
加
議
案
七
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　

条
例
等 

契
約 

人
事 

JR山陽本線 

市役所 

加古川バイパス 

加古川 東ランプ 

東加古川駅 

国道2号線 

J
R
加
古
川
線 

北野川 

白ケ池川 

文 

文 

文 

▲治水対策が進む河川位置図 

別
府
川 
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